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　 超弦理論 は重力相 互作用まで統
一

した究極理論の 候補 と考 え られ て い る 。 本研 究 も超弦理 論か

らある種の 大 統一
理論の 構成 を 目標 と した 。そ の 大統

一
理 論 とは E6 × σ（1）A　SUSY 　GUT ［1］で あ

り、こ れ は標 準模型 で 指摘 され て い る自然 さの 問題や GUT 特有 の 問題 で あ る Doublet −7ilriplet分

離問題 を自然に解決す る有望な理 論で ある 。 我 々 は こ の GUT が例外群の 対称性 を持っ こ とか ら、
ヘ テ ロ 超 弦 の コ ン パ ク ト化 に よ っ て 生 じた と考 えて 、そ の 構成 を 目指 した 。

　　目的と した SUSY 　GUT は 、 基本 的に adjoint 表 現の Higgsを要求す る 。 こ の 要求 は E6　Kac −

Moody 代数 の レ ベ ル fOが 2 以上 で あ る こ とを必要 とす る。
一

方 で通常の 自由 Boson に よ る Frenkel−

Kac 構成で は レ ベ ル k ＝ 1 の Kac −Moody 代数 しか 構成で きない 。そ こ で 我 々 は コ ン パ ク ト化空間

と し て A8ymmetric　Orbifbld を考 え た。これ は 巡回対称性 で 同
一
視す る こ とで

、
レ ベ ル を （巡 回群

の 位数）× （元 の レ ベ ル ）へ と上 げるこ とが 可能に なるか らで あ る 。 そ こ で 我 々 は特 に ヘ テ ロ 超弦の

コ ン パ ク ト化 と して E6 型 の Narain 格・子 が三 個 ある場 合 を考 えて 、そ の 巡 回対称性 で Boson 弦の

自由度の み を非対称 に 同
一

視する こ とを考えた の で ある。残 り の コ ン パ ク ト化 の 自由度は ModUlar

不 変性 に 反 し ない よ うに コ ン パ ク ト化 、 また は 同 じ こ とだが 格子 の 選 定 を行 っ た 。

　 本研 究で は そ の 格子 を Lattice　engineering 　method ［2］に よ っ て 構成 した 。 こ れ はある種 の 格子

の 間に成 立す る Modular 変換 の 類似性 を利用 す る もの で 、元 の 格子 が持 っ て い る Modular 不変性

を 引き継 がせ て新 しい 格子 を作 る方法で ある。我 々 は こ の 方法を用 い て 所望 の 格子 を作 り、そ の 対

称性 を基 に可能 な Asymmetric 　Orbifoldを考 えて 模型 の 構成を行 っ た 。 我 々 が用 い た方 法 ［2］は 、

他 の グル ープ の 先 行研 究 で は用 い られ て い ない 方 法で あ り、探 索 されて い ない 可能 な 4 次元 模型

を機 能的 に解析す る とい う点で優 れ て い る とい え る 。 そ して そ の 結果 、我 々 は Z12 に従 う対称性

で割 っ た Asymmetric　Orbifoldを考 え 、三世代鯉 を黻 した 。 しか しなが ら我 々 が構成 した模

型 の Spectrumは先行研 究 ［3］と同
一

の もの で あ っ た。 こ の 度 の 研究会 の 後 、 幸 い に も先行研 究 と

は 異な る三 世代模型 を構成する こ とがで きた こ と を報告 し て お く。今後 は 新 し い 三 世代模型 の 解

析 とともに、
一

般 の Asymmetric　Orbifold上の Modular 不 変 な分配 関数の 視点か ら模型の 構成を

試 み る予 定で ある 。
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